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Ⅰ　職員の任免及び職員数に関する状況

（１）職員の任免

（単位：人）

※（   ）内は再任用短時間勤務職員数（任期の更新は含まれません。）で外数です。

※採用の欄は、令和２年４月２日～令和３年４月１日までに採用した人数です。

（２）職員数の状況
ア  部門別職員数の状況と主な増減理由 （各年４月１日現在  単位：人）
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※　職員数には、特別職・臨時・非常勤職員及び再任用短時間勤務職員を含みません（次頁「イ」及び「ウ」も同じ。）。

▲ 33

※　[     ]内の数値は、条例定数の合計です。

大牟田市人事行政の運営等の状況の公表について

   大牟田市人事行政の運営等の公表に関する条例（平成１８年条例第３７号）第６条の規定に基づき、大牟田
市の人事行政の運営等の状況について、次のとおり公表します。

  令和２年度における一般職の職員（臨時・非常勤職員を除く。）の採用及び離職の状況は、次のと
おりです。
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イ  年齢別職員構成の状況（令和３年４月１日現在）

ウ  定員管理の数値目標及び進捗状況

部門別職員数の推移 （各年４月１日現在  単位：人）

※　(    )内の数字は、「職員配置適正化方針」ベースの職員数です。
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※　増減は、各年の欄にあっては対前年比の職員増減数を示しています。
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　 限られた行政資源のもと、簡素で効率的かつ、安定した行財政運営を継続して行っていくために職員数に関する方針を定め
ています。
   前方針である「職員配置適正化方針２０１６」における令和２年４月の消防部門および病院部門を除く目標職員数８１２人に
対し、実職員数は７８６人となりました。
   令和２年３月には、継続的な職員数の適正化を目的として、新たに「職員配置適正化方針２０２０」を策定しました。この方針
における令和３年４月の消防部門および病院部門を除く目標職員数が７６４人であるのに対し、実職員数は７５４人となりまし
た。今後も、「職員配置適正化方針２０２０」に基づき、さらなる職員数の適正化を目指していくことと しています。
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（３）令和２年度職員採用試験の実施状況
①　試験区分及び日程等

②　人数等 （単位：人）

（４）障害者雇用の状況

高校卒業程度
【身体障害者対象】

一般行政事務（D） 9月19日 10月18日

一般行政事務（C)

試験区分

民間企業等
職務経験者

最終合格
発表

第２次
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第１次
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受付期間
第３次
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試験区分

一般行政事務（A）

試験の程度
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保健師

土木（A）

大学・大学院卒業

建築（A）

11月1日
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採用予定人員
（当初）

第１次試験
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申込
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（変更後）

812清掃 2
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6

1 2 2
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9
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1

2

10月12～13日 10月29～30日 11月30日

大学卒業程度

10月18日 11月18日

-

高校卒業程度

10月9日 11月2日 11月30日

11月2日 11月30日

11月30日

清掃 10月9日

10月18日 11月18日

消防職

土木(B)

11月18日

一般行政事務（D：再募集）
12月3日
～1月4日

1月16日 1月29日 2月19日

消防職 5 6 119 82 35 6 6

37

4 2 0

0

1

2

3

一般行政事務（C) 4 5 66 58 28 5 5

一般行政事務（D） 1 0 5 4 2 1 0

　「障害者の雇用の促進等に関する法律」により地方公共団体に適用される障害者雇用率 （２．６％） で算定した本市の必要障
害者雇用数は２３人となっております。
　令和３年６月１日現在、市長部局における実雇用者数は２３人となっており、法定雇用障害者数を達成しています。
　今後、職員数の削減が進む中にあっても、障害者の雇用の確保に取り組んでいくこととしています。

一般行政事務（D：再募集） 0 1 4 4 3 1 1
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Ⅱ　職員の給与の状況

１　総括

(1) 人件費の状況（普通会計決算）

※　人件費には、市長や議員などの特別職の職員に支給される給料や報酬、一般職の職員に支給される給料や諸手当、共済

　   組合負担金、退職手当、災害補償費などを含みます。

(2) 職員給与費の状況（普通会計決算）

人

※　職員手当には、退職手当、児童手当を含みません。

     職員数は、公営企業等会計職員を除いた令和2年4月1日現在の人数です。

     職員数の（　　）内の数値は再任用短時間勤務職員数で、811人には含みません。

　 　給与費については、再任用短時間勤務職員の給与費を含みます。

※　期末・勤勉手当とは、民間の賞与に相当する給与のことです。（以下の項目においても同様）

※　（参考）類似団体平均については、令和元年度の数値を示しています。

(3) ラスパイレス指数の状況

教育委員会事務局長

イ  年齢別職員構成の状況（令和３年４月１日現在）

※  ラスパイレス指数とは、全地方公共団体の一般行政職の給料月額を同一の基準で比較するため、国の職員数（構成）を用い

　 　て、学歴や経験年数の差による影響を補正し、国の行政職俸給表（一）適用職員の俸給月額を100として計算した指数です。

　　 （大牟田市は地域手当の支給地域ではないことから、地域手当補正後におけるラスパイレス指数も同一）

　　 類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラスパイレス指数を単純平均したものです。

(61)

※　令和２年４月１日のラスパイレス指数が、①３年前に比べ１ポイント以上上昇している場合、②３年連続で上昇している場合、

　　 ③100を超えている場合について、その理由及び改善の見込み

R２ 811 3,401,999 765,327 1,385,050 5,552,376 6,846 6,479

　　　　　　Ａ 給　 料 職員手当 期末・勤勉手当 計　　　Ｂ 給与費　B/A 一人当たり給与費

年度 千円 千円 　　　　　　千円 千円 千円 千円

13.3 15.8

年度 人　 　　　　　　　千円 　　　　　　千円 　　　　　　千円 　　　　　％

区分 職員数 給 与 費 (参考）一人当たり （参考）類似団体平均※

（参考）

　　　　　（令和3年1月1日） 　　　　　　Ａ 　　　　　　Ｂ 　　　　　Ｂ／Ａ　　　 R元年度の人件費率

区分 住民基本台帳人口 歳出額　 実質収支 人件費 人 件 費 率

　　　　　　　　　　　　％

R２ 111,967 69,105,656 58,129 9,161,644
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(4) 給与制度の総合的見直しの実施状況について

①給料表の見直し

②地域手当の見直し

③その他の見直し

２　職員の平均給与月額、初任給等の状況

(1) 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（令和3年4月1日現在）

①一般行政職

歳 円 円 円

歳 円 円 円

歳 円 円

歳 円 円 円

※　一般行政職とは、税務職、医療技術職、看護保健職、福祉職、技能労務職、消防職、企業職、教育職を除いた職種のことです。

②技能労務職

歳 人 円 円 円

歳 人 円 円 円

歳 人 円 円 円

歳 人 円 円 円

歳 人 円 円 円

歳 人 円 円

歳 人 円 円 円

※ 　「平均給料月額」とは、令和3年4月1日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均です。

   　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当などのすべての諸

   　手当の額を合計したものであり、地方公務員給与実態調査において明らかにされているものです。

   　「平均給与月額（国比較ベース）」は、比較のため、国家公務員と同じベース（＝時間外勤務手当等を除いたもの）で算出

   　しています。

※　福岡県及び類似団体については、令和2年4月1日現在の数値を示しています。

類似団体※ 51.6 39 325,488 378,873 364,044

国 50.9 2,201 286,947 ― 328,603

福岡県※ 56.6 449 325,346 377,990 353,751

うちその他技能労務職員 51.3 4 363,050 378,638 369,550

うち給食調理員 47.6 11 334,500 355,663 348,818

うち清掃職員 45.3 46 319,941 374,508 346,528

大牟田市 46.1 61 325,393 371,380 348,451

区　　分 平均年齢 職員数 平均給料月額 平均給与月額
平均給与月額
(国比較ベース)

国 43.0 325,827 ― 407,153

類似団体※ 42.3 318,244 404,065 368,873

大牟田市 46.2 345,131 421,590 371,631

福岡県※ 42.4 320,485 416,620 360,515

　　【概要】国の給与制度の総合的見直しにおいては、俸給表(給料表)の水準の平均２％の引下げ及び地域手当の支給割合
　　の見直し等に取り組むとされている。

区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

実施内容（平均引下げ率、実施時期、経過措置の有無等具体的な内容）

（給料表の改定時期）　　　　平成２８年５月１日
（内容）　　国の見直し内容を踏まえ、行政職給料表の水準を平均２％引下げ。
　　　　　若年層については、人材確保の影響等を考慮し、引下げなし。
　　　　　高齢層については、５０歳台後半層における官民の給与差を考慮し、最大４％程度引下げ。
　　　　　ただし、激変緩和のため、平成３１年３月３１日まで、経過措置（現給保障）を実施。
             （平成３０年度の経過措置の額は半額）
　　　　　また、他の給料表については、行政職給料表との均衡を踏まえて見直しを実施。

実施内容（平均引下げ率、実施時期、経過措置の有無等具体的な内容）

大牟田市は地域手当の支給地域ではないことから、見直しの必要なし。

管理職員特別勤務手当、単身赴任手当について、国と同様に見直しを実施。（平成２８年５月１日実施）

平均給与月額
（国比較ベース）
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(2) 職員の初任給の状況（令和3年4月1日現在）

(3) 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（令和3年4月1日現在）

※  経験年数とは、卒業後直ちに採用された場合は採用後の年数を、採用前に民間会社等に勤務した経験がある場合は

　その期間を換算し、採用後の年数に加算した年数のことです。

３　一般行政職の級別職員数等の状況

(1) 一般行政職の行政職給料表級別職員数及び給料月額の状況（令和3年4月1日現在）

※  標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務のことです。

  

　　　　　　　円
30 5.3 195,500 304,200

～

1　級 主事
　　　　　　　　人　　　　　　　　％ 　　　　　　　円

2　級
高度の知識又は経験を必要と
する業務を行う主事

　　　　　　　　人　　　　　　　　％ 　　　　　　　円

～
　　　　　　　円

33 5.9 146,100 247,600

～
　　　　　　　円

86 15.3 231,500 350,000

　　　　　　　円
306 54.5 264,200 385,200

～

3　級 主任主事
　　　　　　　　人　　　　　　　　％ 　　　　　　　円

4　級 主査又は主任
　　　　　　　　人　　　　　　　　％ 　　　　　　　円

～
　　　　　　　円

18 3.2 289,700 393,000

　　　　　　　円
63 11.2 319,200 410,200

～

5　級 副課長又は主幹
　　　　　　　　人　　　　　　　　％ 　　　　　　　円

6　級 課長又は参事
人 　　　　　　　　％ 　　　　　　　円

区　　分 標準的な職務内容 職員数 構成比 給料月額

7　級 部長又は参与及び副部長又は副参与
　　　　　　　　人　　　　　　　　％ 　　　　　　　円

円
中　学　卒 - - - -

～
　　　　　　　円

26 4.6 362,900 444,900

技能労務職
高　校　卒 208,767

円
-

円

375,286
円

390,635

317,967
円

355,867

円
高　校　卒 238,425 306,000 362,100 373,217

一般行政職
大　学　卒 269,764

円
352,933

円

－

区    分 経験年数10年 経験年数20年 経験年数25年 経験年数30年

技能労務職 高　校　卒 147,900 円 － 円

区 分 大牟田市 福岡県 国

一般行政職
大　学　卒 182,200 円 188,400 円 182,200 円

高　校　卒 154,900 円 154,600 円 150,600 円

１級, 5.9% １級, 7.0% １級, 4.3% 

２級, 5.3% ２級, 3.9% ２級, 5.6% 

３級, 15.3% ３級, 16.1% 
３級, 13.3% 

４級, 54.5% ４級, 54.3% ４級, 59.3% 

５級, 3.2% ５級, 3.3% ５級, 3.2% 

６級, 11.2% ６級, 11.1% ６級, 10.8% 
７級, 4.6% ７級, 4.3% ７級, 3.5% 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

令和3年の構成比 １年前の構成比 ５年前の構成比 

１級, 5.9% １級, 7.0% １級, 4.3% 

２級, 5.3% ２級, 3.9% ２級, 5.6% 

３級, 15.3% ３級, 16.1% 
３級, 13.3% 

４級, 54.5% ４級, 54.3% ４級, 59.3% 

５級, 3.2% ５級, 3.3% ５級, 3.2% 

６級, 11.2% ６級, 11.1% ６級, 10.8% 
７級, 4.6% ７級, 4.3% ７級, 3.5% 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

令和3年の構成比 １年前の構成比 ５年前の構成比 
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(2) 国との給料表カーブ比較表（行政職（一））（令和3年4月1日現在）

(3) 昇給への人事評価の活用状況　（大牟田市）
令和2年4月2日から令和3年4月1日

までにおける運用
管理職員 一般職員

　　　上位、標準、下位の区分

　活用している昇給区分
昇給実績が
ある区分

昇給可能
な区分

昇給実績が
ある区分

昇給可能
な区分

○ ○

　　　標準の区分のみ　（一律）

イ　人事評価を活用している

○

○

○

○

　　活用予定時期

　　　上位、標準の区分

　　　標準、下位の区分

ロ　人事評価を活用していない

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

国10級 
        大牟田市（Ｒ2） 

        
         国家公務員（Ｒ2) 

（百円） 

給
 
料
 
月
 
額

 

昇  給 

国９級 

国８級 
国７級 

国６級 国５級 

国４級 

国３級 

国２級 

国１級 
市１級 

市３級 

市２級 

市５級 

市４級 

市７級 
市６級 

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

国10級 
        大牟田市（Ｒ3） 

        
         国家公務員（Ｒ3) 

（百円） 

給
 
料
 
月
 
額

 

昇  給 

国９級 

国８級 
国７級 

国６級 国５級 

国４級 

国３級 

国２級 

国１級 
市１級 

市３級 

市２級 

市５級 

市４級 

市７級 
市６級 
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４　職員の手当の状況（企業職を除く）

(1) 期末手当・勤勉手当

千円　 千円　

（R2年度年間支給割合） （R元年度年間支給割合） （R2年度年間支給割合）

　　　　期末手当　　　　　　　　勤勉手当 　　　　　期末手当　　　　　　　　勤勉手当 　　　　　期末手当　　　　　　　　勤勉手当

月分 月分 月分 月分 月分 月分

月分 月分 月分 月分 月分 月分

（加算措置の状況） （加算措置の状況） （加算措置の状況）

・役職加算　　　　5～15% ・役職加算　　　　5～20% ・役職加算　　　　5～20%

・管理職加算　　10～25% ・管理職加算　　10～25%

※　(  　)内の数値は、再任用短時間勤務職員に係る支給割合を示しています。

※　福岡県については、令和元年度の数値を示しています。

勤勉手当への人事評価の活用状況　（大牟田市）

　　活用予定時期

2.55 1.90 2.60 1.90 2.55 1.90

　活用している成績率

ロ　人事評価を活用していない

　　　標準、下位の成績率

　　　標準の成績率のみ　（一律）

イ　人事評価を活用している ○ ○

職制上の段階、職務の級等による加算措置 職制上の段階、職務の級等による加算措置 職制上の段階、職務の級等による加算措置

（1.45） （0.9） （1.45） （0.9） （1.45） （0.9）

大牟田市 福岡県※ 国

１人当たり平均支給年額 （R2年度） １人当たり年間平均支給年額
－

1,589 1,646

令和2年度中における運用

　　　上位、標準の成績率

管理職員 一般職員

支給可能
な成績率

支給実績が
ある成績率

支給可能
な成績率

支給実績が
ある成績率

　　　上位、標準、下位の成績率 ○ ○ ○ ○
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(2) 退職手当（令和3年4月1日現在）

（支給率）　     　　  　　　自己都合     　   （支給率）　 自己都合     　   

勤続２０年 月分 月分 勤続２０年 月分 月分

勤続２５年 月分 月分 勤続２５年 月分 月分

勤続３５年 月分 月分 勤続３５年 月分 月分

最高限度額 月分 月分 最高限度額 月分 月分

その他の加算措置 その他の加算措置

１人当たり平均支給額　　　　 千円

※　退職手当の1人当たり平均支給額は、令和2年度に退職した職員に支給された平均額です。

(3) 地域手当（令和3年4月1日現在）

千円

　円

％ 人 ％

％ 人 ％

※  人事交流職員は、派遣先又は派遣元の支給基準を適用しています。

(4) 特殊勤務手当（令和3年4月1日現在）

19.6695

28.0395

19.6695

28.0395

大牟田市 国

定年・定年前早期 定年・定年前早期

行旅病死人収容手当
行旅病人の収容に従事した職員 福祉事務所に勤務する職員が、行

旅病人又は行旅死亡人の収容に
従事したとき

0 千円

防疫等作業手当

新型コロナウイルス感染症患者等
の救護、疫学調査、検体の採取
等の作業に従事した職員

新型コロナウイルス感染症の対応
のため、感染の可能性が高い業務
に従事したとき

150 千円

手当の種類（手当数） 2

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務
支給実績

（R2年度決算）

左記職員に
対する支給

単価

新型コロナウイルス感染症患者等
の移送に使用した物件の処理、移
送後における車両等の消毒作業
に従事した職員

1,500円/回

行旅死亡人の収容に従事した職員   3,000円/回

    500円/回

2,000円/回

千円

支給職員１人当たり平均支給年額（R2年度決算） 4,823 円

職員全体に占める手当支給職員の割合（R2年度） 3.4 　％

人事交流職員 1.8～20 14 -  

支給実績（R2年度決算） 150

上記以外の職員 0 -  0

支給実績（R2年度決算） 3,662

支給職員１人当たり平均支給年額（R2年度決算） 261,605

支給対象職種 支給率 支給対象職員数 国の制度（支給率）

定年前早期退職特例措置 定年前早期退職特例措置

（2%～20%加算） 　　　（2%～45%加算）

千円 20,582

39.7575

47.709

39.7575

47.709

33.27075

5,386

24.586875

33.27075

47.709 47.709

47.709 47.709

24.586875
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(5) 時間外勤務手当

千円

　円  

千円

　円

※　職員１人当たり平均支給額を算出する際の職員数は、「支給実績（R2年度又はR元年度決算）」と

　　同じ年度の４月１日現在の総職員数（管理職員を除く。）であり、再任用短時間勤務職員を含みます。

(6) その他の手当（令和3年4月1日現在）

円

円

円

円

円

円

円

円

５　特別職の報酬等の状況（令和3年4月1日現在）

円 円

円 円

円

円 円

円 円

円 円

月分

月分

円 （任期毎）

円 （任期毎）

円 （任期毎）

※　退職手当の「1期の手当額」は、4月1日現在の給料月額及び支給率に基づき、1期（4年＝48月）（ただし、教育

　　　長については、1期＝3年（36月））勤めた場合における退職手当の見込額です。

※　（参考）類似団体における最高/最低額については、令和2年4月1日現在の数値を示しています。

（支給時期）

593,400

千円 99,958

299,242

市 長 906,000 円　×　在職月数　×　35/100 15,220,800

副 市 長 725,000 円　×　在職月数　×　30/100 10,440,000

議 員

退
職
手
当

（算定方式） （１期の手当額）

教 育 長 661,000 円　×　在職月数　×　20/100 4,759,200

教 育 長

議 長 　　（R2年度年間支給割合）

副 議 長 3.35

期
末
手
当

市 長 　　（R2年度年間支給割合）

副 市 長 3.35

未公表 未公表

報
酬

450,000

副 議 長 498,000 670,000 円  ／ 390,000

議 長 566,000 760,000 円  ／

議 員 453,000 620,000 円  ／ 370,000

通勤手当

管理職手当 79,026 千円 647,758

管理職員特別勤務手当 12,495

副 市 長 725,000 880,000 円  ／ 547,600

区 分 給 料 月 額 等

給
料

（参考）類似団体における最高／最低額※

市 長 906,000 1,030,000 円  ／

教 育 長 661,000

単身赴任手当 120 千円 120,000

宿日直手当 0 千円 0

支給職員１人当たり
平均支給年額
（R2年度決算）

52,768 千円 77,715

夜間勤務手当 5,757 千円 53,309

扶養手当

別紙のとおり

119,656 千円 258,996

住居手当 55,360 千円

支給実績（R元年度決算） 313,037

職員１人当たり平均支給年額（R元年度決算） 381,287

国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

支給実績
（R2年度決算）

手　当　名 内容及び支給単価

支給実績（R2年度決算） 458,663

職員１人当たり平均支給年額（R2年度決算） 580,586
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 ６　公営企業職員の状況
　　水道事業・下水道事業

  　（１） 職員給与費の状況

     ①　令和２年度決算

（注）資本勘定支弁職員に係る職員給与費116,961千円を含まない。

※  職員手当には、退職手当、児童手当を含みません。

     職員数は、令和3年3月31日現在の人数です。

※　（参考）市町村平均については、令和元年度の数値を示しています。

  　（２） 職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（令和3年4月1日現在）

歳 円 円

歳 円 円

歳 円 円

歳 円 円

※　基本給は、「給料」「扶養手当」及び「地域手当」の月額の合算額です。

※　平均月収額は、平均年収額（期末・勤勉手当等を含む）を12で除した額です。

※　市町村平均については、令和2年4月1日の数値を示しています。

  　（３） 職員手当の状況
①　期末・勤勉手当

　　　　 　 　　　期末手当　　　　　　　　勤勉手当

月分 月分

月分 月分

職制上の段階、職務の級等による加算措置

※　(  　)内の数値は、再任用職員に係る支給割合を示しています。

※　市町村平均については、令和元年度の数値を示しています。

　　　　　　　千円

給与費　Ｂ/Ａ　 一人当たり給与費

6,165

％　

6,299

6,134

4.8

大牟田市 市町村平均※

水道事業 下水道事業 水道事業 下水道事業

（加算措置の状況）

-

・役職加算　　　　5～15%

（R２年度年間支給割合）

-
2.55 1.90

（1.45） （0.90）

１人当たり平均支給年額（R2年度） １人当たり平均支給年額

1,648　千円 1,796  千円 　　1,522　　千円 1,519　千円

市町村平均※

水道事業 44.2 339,529 512,723

下水道事業 43.0 337,655 510,496

大牟田市
水道事業 52.5 402,479 583,847

下水道事業 50.3 381,399 581,772

34

　　　　 　　区　　分 平均年齢 基本給 平均月収額

145,140 24,778 62,100 232,018 6,824

下水道
事業

人 　　　　　　　　千円 　　　　　　千円 　　　　　　千円 　　　　　　　千円 　　　　　　　千円

水道
事業

　　　A 給　 料 職員手当 期末・勤勉手当 　　　計　　　Ｂ

149,962 22,103 60,983 233,048

区分

37

職員数 給　　　　　与　　　　　費

人 　　　　　　　　千円 　　　　　　千円 　　　　　　千円 　　　　　　　千円

（参考）市町村平均※

下水道事業
　　　　千円 千円　 千円　 ％　　　　 ％　

3,292,521 600,580 156,103 4.7

　　　　　　　千円 　　　　　　　千円

2,284,385 408,942 192,002 8.4 8.4

　　　　　　Ｂ／Ａ

水道事業
　　　　千円 千円　 千円　 ％　　　　

区　　分
総費用

純損益又は
実質収支

職員
給与費

総費用に占める
職員給与費比率

（参考）

令和元年度の総費用に
占める職員給与費比率Ａ  Ｂ　

（参考）一人当たり
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②　退職手当（令和3年4月1日現在）

（支給率）　     　　  　　　自己都合     　   勧奨・定年

勤続２０年 月分 月分

勤続２５年 月分 月分

勤続３５年 月分 月分

最高限度額 月分 月分

その他の加算措置

※　退職手当の1人当たり平均支給額は、平成30年度から令和2年度に退職した職員に支給された平均額です。

※　市町村平均については、令和元年度の数値を示しています。

③　地域手当（令和3年4月1日現在）

千円

千円

％ 人 ％

④　特殊勤務手当（令和3年4月1日現在）

千円

　円

　％

⑤　時間外勤務手当

千円

　円

千円

　円

千円

　円

千円

　円

※ 職員１人当たり平均支給額を算出する際の職員数は、「支給実績（R2年度又はR元年度決算）」と同じ年度の４月１日現在

　の総職員数（管理職員を除く。）であり、再任用短時間勤務職員を含みます。

支給実績（R2年度決算） -

支給対象地域 支給率 支給対象職員数 国の制度（支給率）

（2%～20%加算）

１人当たり平均支給額 １人当たり平均支給額

19,998　　　千円 22,160       千円 　　8,861　　　千円 　　6,926　　千円

-

19.6695 24.586875

47.709 47.709

定年前早期退職特例措置

28.0395 33.27075

39.7575 47.709

大牟田市 市町村平均※

水道事業 下水道事業 水道事業 下水道事業

17,272

支給職員１人当たり平均支給年額（R2年度決算） 507,989

支給実績（R元年度決算）

水道事業

支給実績（R2年度決算） 10,988

下水道事業

職員全体に占める手当支給職員の割合（R2年度） -

手当の種類（手当数） -

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務
支給実績

（令和2年度決算）
左記職員に対する

支給単価

-

支給職員１人当たり平均支給年額（R元年度決算）

8,653

288,420

支給職員１人当たり平均支給年額（R2年度決算） 296,963

支給実績（R元年度決算） 6,906

支給職員１人当たり平均支給年額（R元年度決算） 197,327

支給実績（R2年度決算）

支給職員１人当たり平均支給年額（R2年度決算） -

支給職員１人当たり平均支給年額（R2年度決算） -

- 0 - 0

支給実績（R2年度決算） -
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⑥　その他の手当（令和3年4月1日現在）

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

水道事業

扶養手当

別紙のとおり

4,590 千円 208,636

下水道事業

区　　分 手当名
内容及び
支給単価

国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

支給実績
（R2年度実績）

支給職員１人当たり
平均支給年額
（R2年度決算）

単身赴任手当

千円 645,000

- 千円 -

単身赴任手当

2,467 千円 616,800

- 千円 -

- 千円

21,625

扶養手当 5,894 千円

-

管理職員特別勤務手当

宿日直手当

- 千円 -

管理職手当

87 千円

267,886

289,066住居手当 2,602 千円

通勤手当 1,760 千円 79,988

夜間勤務手当

87 千円 21,700

宿日直手当 - 千円 -

管理職手当 2,580

管理職員特別勤務手当

88,660

夜間勤務手当 - 千円 -

住居手当 1,658 千円 331,680

通勤手当 2,748 千円
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７　級及び職制上の段階ごとの職員数（令和3年4月1日現在）

行政職給料表

（人） （％） 職名 （人） （人） （％） 段階

１級 主事の職務 55 6.7 主事 55

２級
高度の知識又は経験を必要とする業
務を行う主事の職務

56 6.9 主事 56

主任主事 122

主任主事（再任用） 55

主任 198 198 24.3 主任級

主査 153

検査員 3

保育所長 1

保育所副所長 1

係長 9

副係長 37

副主査 1

指導主事 4

副課長 16

主幹 3

清掃事務所長 2

事務局次長 2

課長 54

室長 7

副室長 4

石炭産業科学館長 1

市議会事務局次長 1

事務局長 2

参事（再任用） 1

副部長 7

会計管理者 1

防災危機管理室長 1

庁舎整備推進室長 1

契約検査室長 1

健康福祉推進室長 1

子ども未来室長 1

消防本部次長 1

副参与 1

部長 9

消防長 1

市議会事務局長 1

教育委員会事務局長 1

教育監 1

合　　計 816 100.0

1.8 副部長級

13 1.6

６級 課長又は参事の職務 70 8.6 70

111 13.6 主事級

主査級209 25.6

主任主事級177 21.7

級
級別基準職務表に規定

する基準となる職務

合計 内訳 職制上の段階

４級 主査又は主任の職務 407 49.9

21.7177３級 主任主事の職務

５級 副課長又は主幹の職務 23 2.8 23 2.8

8.6

副課長級

部長級

課長級

７級
１　部長又は参与の職務

２　副部長又は副参与の職務
28 3.4

15
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技能労務職給料表

（人） （％） 職名 （人） （人） （％） 段階

１級
定型的な業務を行う技能労務員の職
務

3 4.2 技能労務員 3

２級 技能労務員の職務 8 11.1 技能労務員 8

技能労務員 0

技能労務員（再任用） 11

４級
高度の技能又は経験を必要とする業
務を行う技能労務員の職務

50 69.4 技能労務員 50

５級 主任技能労務員の職務 0 0 主任技能労務員 0 0 0
主任技能
労務員級

合　　計 72 100.0

内訳 職制上の段階

72 100.0
技能

労務員級

３級
相当の技能又は経験を必要とする業
務を行う技能労務員の職務

11 15.3

級
級別基準職務表に規定

する基準となる職務

合計
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企業職給料表

（人） （％） 職名 （人） （人） （％） 段階

１級 主事の職務 2 3 主事 2

２級
高度の知識又は経験を必要とする業
務を行う主事の職務

0 0 主事 0

主任主事 8

主任主事（再任用） 4

主任 34 34 50.8 主任級

主査 9 9 13.4 主査級

副課長 3 3 4.5

主幹 0 0 0.0

課長 5

参事 0

副部長 0

局長代理 1

副参与(再任用） 1

局長 0

参与 0

合　　計 67 100.0

局長級

課長級

７級
１　局長又は参与の職務

２　副部長又は副参与の職務
2 3

2 3.0 副部長級

0 0.0

６級 課長又は参事の職務 5 7.4 5 7.4

主任主事級

４級 43 64.2

３級 主任主事の職務 12 17.9 12 17.9

主査又は主任の職務

５級 副課長又は主幹の職務 3 4.5

級
級別基準職務表に規定

する基準となる職務

合計 内訳 職制上の段階

2 3.0 主事級

副課長級
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■扶養手当  国と( 　同 ・　　異)

■住居手当  国と( 　同　・　　異)

１．借家・借間の場合

家賃27,000円以下 家賃額－16,000円

家賃27,000円を超61,000円未満 (家賃額－27,000円)×1/2＋11,000円

家賃61,000円以上 28,000円

２．配偶者等の居住する借家・借間

■通勤手当  国と( 　同　・　　異)

1．交通機関等の利用者

　運賃等相当額が 55,000円以下については運賃等相当額

2．自動車等の使用者

支給内容
大牟田市 国

扶養親族のある職員に支給 同じ

扶養親族の区分
支　給　額

大牟田市 国

支給額 「職員の居住する借家・借間」により算出される額の１/２の額

国

同じ

支給額 同じ

満22歳の年度末までの子 10,000 円

上記以外の扶養親族 6,500 円

　自ら居住するための住宅を借り受け、現に当該住宅に居住し、月額
16,000円を超える家賃を支払っている職員に支給

同じ
満16歳の年度初めから

満22歳の年度末までの子の加算

支給内容

大牟田市

5,000 円

同じ

　単身赴任手当を支給される職員で、配偶者が居住するための住宅を借
り受け、現に当該住宅に配偶者が居住し、月額16,000円を超える家賃を
支払っている職員に支給

　単身赴任手当を支給される配偶者のない職員で、単身赴任手当の支給
要件に係る子が現に居住している住宅を借り受け、月額16,000円を超え
る家賃を支払っている職員に支給

　通勤のために交通機関等を利用して運賃等の負担を常例とする
職員で、徒歩により通勤するものとした場合の通勤距離が片道
2km以上であるものに支給

支給内容

大牟田市 国

同じ
 通勤のために自動車等の使用を常例とする職員で、徒歩により
通勤するものとした場合の通勤距離が片道2km以上であるものに
支給

支給内容

大牟田市 国

同じ

支給額 同じ

支給内容

大牟田市 国

同じ

同じ
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使用距離区分

2km ～ 5km

5km ～ 10km

10km ～ 15km

15km ～ 20km

20km ～ 25km

25km ～ 30km

30km ～ 35km

35km ～ 40km

40km ～ 45km

45km ～ 50km

50km ～ 55km

55km ～ 60km

60km ～

■夜間勤務手当（国…夜勤手当）  国と( 　同　・　　異)

　　　　　　　1週間当たりの勤務時間×52

■単身赴任手当  国と( 　同　・　　異)

交通距離区分

支給額

大牟田市 国

片道の使用距離 支給額 片道の使用距離

24,400 円

26,200 円

28,000 円

29,800 円

支給割合

31,600 円

支給額

2,000 円

同じ

4,200 円

7,100 円

10,000 円

12,900 円

15,800 円

18,700 円

21,600 円

25

100

支給内容

大牟田市 国

同じ

支給内容

大牟田市

支給額の
算出方法

　官署を異にする異動又は在勤する官署の移転に伴い、転
居し、やむを得ない事情により同居していた配偶者と別居
し、単身で生活することを常況とし、距離制限(60km)を満
たす職員に支給

　正規の勤務時間として深夜（午後10時から翌日の午前5時まで
の間）に勤務した職員に支給

国

同じ

同じ

同じ

（給料月額＋給料月額に対する地域手当）×12×支給割合   

16,000 円

定　額 30,000 円 定　額

  900km ～ 1,100km 40,000 円

1,100km ～ 1,300km 46,000 円

  500km ～   700km 24,000 円

2,000km ～ 2,500km 64,000 円

支給額

大牟田市 国

交 通 距 離 支給額 交 通 距 離 支給額

  700km ～   900km 32,000 円

2,500km ～ 　　　 70,000 円

1,300km ～ 1,500km 52,000 円

1,500km ～ 2,000km 58,000 円

同じ

同じ

加
　
　
算
　
　
額

  100km ～   300km 8,000 円

加
　
　
算
　
　
額

  300km ～   500km
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■宿日直手当  国と( 　同　・　　異)

■管理職手当（国…俸給の特別調整額）  国と( 　同 ・ 　異)

■管理職員特別勤務手当  国と ( 　同 ・  　異)  

副課長 47,600 円

勤務の種類 大牟田市 国

一般の宿日直 5,300円 4,400 円

支給内容

支給金額

大牟田市

　宿日直勤務を命じられた職員が勤務
した場合に支給

国

同じ

支給額

3,500 円

3,000 円

副参与 57,500 円

勤務時間が５時間未満の場合 （一般の宿日直手当の）50/100 同じ

支給内容 　部長及び課長（これに準ずる
ものを含む）の職にある職員に
支給

大牟田市

支給内容

支給額

役職区分 支給額

部長 75,200 円

課長 54,000 円

参事 49,900 円

主幹 43,600 円

参与、教育監 66,400 円

副部長 62,000 円

大牟田市

　管理職員が臨時又は緊急の必要等により週休日若しくは
休日等又は正規の勤務時間を除く平日深夜（午前0時～午前
5時）に勤務した場合に支給

役職区分

週休日等

勤務１回当たりの支給額

勤務時間
６時間以下

勤務時間
６時間超

平日深夜

12,750 円 4,300 円

10,500 円

9,000 円

部長、参与、教
育監、副部長、

副参与

課長、参事

副課長、主幹

8,500 円

7,000 円

6,000 円
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Ⅲ　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

（１）勤務時間等

※公務上必要がある場合は、午前5時から午後10時までの範囲内で、7時間45分の勤務時間を割振ることとしています。

※交替制勤務職員など、勤務の特殊性により上記の勤務時間により難い場合は、別に定めています。

（２）週休日及び休日

（３）休暇

Ⅳ　職員の休業等に関する状況

※ 上段は令和2年度に新たに取得した職員の人数、下段には令和元年度以前から引き続き取得している

職員の人数を表示しています。

（単位：人）

   週休日とは、原則として日曜日及び土曜日を、また、休日とは祝日法による休日及び年末年始
（12月29日から翌年の1月3日までの日（祝日法による休日を除く。））をいいます。

  職員の休暇は、年次有給休暇、病気休暇、特別休暇、介護休暇及び介護時間があります。
  特別休暇とは、特定の事由に基づいて認められるもので、選挙権の行使、結婚、出産等に伴う休暇で
す。

　職員は、小学校就学の始期に達するまでの子（育児休業については３歳未満の子）を養育する場合
に、任命権者の承認を得て、育児休業、部分休業及び育児短時間勤務をすることができます。
  令和２年度における取得状況は、以下のとおりです。

※祝日法による休日とは、国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日です。

※交替制勤務職員など、勤務の特殊性により上記の勤務時間により難い場合は、別に定めています。

令和２年度取得者数

育児休業
育児

短時間勤務
部分休業

始業 終業

17時15分8時30分

　一般的な職員の勤務時間、休憩時間等は次のとおりです。

1日の
勤務時間

7時間45分38時間45分

休憩時間

12時～13時

勤務時間の割振り一週間の
勤務時間

男性職員
0 0

0 0

0

0

女性職員
8 0

2 07

2

計
8 0

7 2 0

2
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Ⅴ　職員の分限及び懲戒処分の状況

（１）分限処分の状況

（単位：人）

（２）懲戒処分の状況

Ⅵ　職員の服務の状況

   懲戒処分とは、職員の一定の義務違反に対して、公務における規律と秩序を維持すること
を目的に、任命権者がその職員の責任を追及して行う処分をいいます。
   令和２年度における懲戒処分は0件です。

   職員は、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、かつ、職務の遂行に当たっては、全力
を挙げてこれに専念しなければならないこととされています。
   また、職員には、法令等及び上司の職務上の命令に従う義務、信用失墜行為の禁止、秘密を守る
義務、職務に専念する義務、政治的行為の制限、営利企業等の従事制限等の遵守が求められてい
ます。
   本市では、こうした公務員としての服務規律の確保や綱紀の粛正について、必要に応じて職員へ
周知を図るとともに、職員倫理条例を制定し、職員の倫理の保持に努めています。
   また、平成18年11月には職員の飲酒運転をはじめとする不祥事を防止し、市政に対する市民の信
頼を確保することを目的に「大牟田市懲戒処分の基準」を策定しています。

職制、定数の改廃、予算の減少により廃職、
過員を生じた場合

区     分

勤務実績が良くない場合

心身の故障の場合

職に必要な適格性を欠く場合

0刑事事件に関し起訴された場合

合     計 0 3

0

3

0

0 0 3

  分限処分とは、職員が一定の事由によりその職責を十分に果たすことが期待できない場合に、
本人の意に反して行う処分のことです。
  令和２年度における分限処分の状況は、以下のとおりです。

降任 免職 休職 降給 合計

0

3

0条例で定める事由による場合
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Ⅶ　職員の研修の状況

（単位：人）

※　受講者数は延べ人数です。

Ⅷ　職員の人事評価の状況

　本市では、「人材育成基本方針」に基づき、職員一人ひとりが自己成長を実感し、目標達成に
よるモチベーションの喚起やチャレンジ精神の高揚を図る人事評価制度の運用に取り組んでいま
す。
　この人事評価制度は、目標に対する仕事の成果（結果）を評価する業績評価と職員の業務遂行
上に見られる行動や姿勢を評価する能力評価から構成されており、職員の目的達成意識の向上や
職務行動の改善、能力開発等を促進していくことを目的としています。
　なお、人事評価の評価結果については、総合的・戦略的な人事運用の推進を行う中で、適材適
所への人事配置や昇任等に係るデータとして活用しています。さらに、管理監督職員を対象とし
て勤勉手当の成績率に反映しています。また、評価結果を踏まえ、個々の職員の能力開発やスキ
ルアップを図るため、各種研修の受講を促すとともに、職場におけるＯＪＴの推進にも活用する
よう努めているところです。
　人事評価制度の運用によって職員一人ひとりの能力が十分に発揮されることで、この制度が効
率的・効果的な行政運営や本市が進める魅力あるまちづくりに大きく寄与するものと考えていま
す。

課題別研修 テーマごとに実施（生涯学習まちづくり） 24

派遣研修
福岡県市町村職員研修所、国際文化アカデミー､福岡県建設技術情
報センター等に派遣

81

その他 人権・同和問題職場研修 1,337

計 1,478

階層別研修 新規採用職員研修、管理監督者研修（新任主査等、新任課長等) 36

  令和２年度における職員の研修の実施状況は、以下のとおりです。

研　修　名 内　　　　　　容 受講者数
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Ⅸ　職員の福祉及び利益の保護の状況

（１）職員の福祉の状況

令和２年度の労働安全衛生法等に基づく健康診断は、以下のとおり実施しました。

（単位：人）

〈参考〉
○　大牟田市職員等厚生会事業の実施状況（令和２年度）

○　大牟田市職員等厚生会に対する職員の会員掛金及び事業主負担金の状況（令和２年度決算）

  ・公務災害認定件数　9件    　・通勤災害認定件数　 3件

ア  職員の安全衛生管理

職員の安全及び健康を確保するとともに、快適な職場環境の形成を促進するため、労働安全衛生法
及び大牟田市職員労働安全衛生管理規則に基づき、総括安全衛生管理者、安全管理者、衛生管理
者、産業医等の選任並びに安全衛生委員会の設置を行い、安全衛生活動の推進に努めています。

イ  職員の健康管理

健康診断の種類 対象者 受診者数

定期健康診断 全職員 906

採用時健康診断 新規採用職員 22

主な事業 概　　　　　要

特定業務従事者健康診断 深夜業務従事職員 94

時間外勤務従事者健康診断 長時間の時間外勤務従事職員 1,054

VDU業務従事者健康診断 VDU業務従事職員 42

ウ  職員の福利厚生

職員の福利厚生制度として、地方公務員法第42条の規定に基づき、大牟田市職員等厚生会を設置
し、職員の元気回復、職員に対する慶弔金や見舞金の給付その他福利厚生に関する事業を行ってい
ます。この厚生会は、職員の会員掛金及び事業主の負担金などで運営されています。

また、職員の共済制度は、福岡県市町村職員共済組合に加入し、地方公務員等共済組合法に基づ
き、職員と市において分担拠出する財源により、短期給付（医療保険）、長期給付（年金）、福祉事業を
行っています。これらは、厚生年金、国民年金、健康保険及び国民健康保険と同様に社会保険制度の
一環とされています。

給付事業
結婚祝金、入学祝金、弔慰金などの給付事業
※　一般社団法人福岡県市町村福祉協会の給付制度を利用

貸付事業 生活資金、り災資金などの貸付事業

厚生事業 文化体育事業、アウトソーシング事業、健康推進事業など福利厚生事業

エ  職員の公務災害補償

地方公務員災害補償法に基づく、職員の公務災害及び通勤災害の令和２年度の認定件数は、以下
のとおりです。

職員保険事業 生命・損保等の各種保険の団体取扱事業

会員数 会員掛金額 事業主負担金額

1,360人 26,990千円 24,400千円
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（２）職員の利益の保護の状況

Ⅹ　特定事業主行動計画（次世代育成支援対策法・女性活躍推進法）に係る措置の状況

●目標数値及び実績

○次世代育成支援対策法関連

○女性活躍推進法関連

ⅩⅠ　職員の退職管理に関する状況

Ｒ3.4.1現在

②監督職（主査・副主査級）に占める女性職員の割合 30% 22.2% 24.2%

①管理職（主幹級以上）に占める女性職員の割合 15% 8.5% 11.6%

　大牟田市では、職員の退職管理に関する条例を制定しています。
　これは、退職した元職員が、在籍していた自治体に対し契約行為や行政処分等の働きかけを
禁止することを目的としています。
　この取組みの一環として、管理職員で退職した者が、退職後２年間のうちに民間事業所等に
再就職した場合に、届出を義務付けています。
　令和２年度に退職した管理職員のうち、民間事業所等に再就職した者は３名いました。

大牟田市では、平成１７年より特定事業主行動計画を策定し、職員の「仕事」と「子育て」の両立支援に
向けた次世代育成支援策を推進してきましたが、平成２８年４月に、これまでの取り組みと併せて女性活
躍の推進についての取り組みも計画に盛り込みました。

計画では、男性職員の子育て目的の休暇取得の促進や、女性職員の登用推進等に取り組んでいくこ
ととしています。

【公平委員会の業務の状況】
令和２年度の職員からの措置要求等の状況は以下のとおりです。
（１）勤務条件に関する措置の要求      なし
（２）不利益処分に関する不服申立て    なし
（３）職員からの苦情相談の処理        なし

職員の利益の保護とは、勤務条件に関する措置要求、不利益処分に関する不服申立て及び職
員の苦情処理に関する制度のことをいいます。

これらは、職員が労働基本権の一部について制限を受けることや、行政の中立性と安定を図
るための職員の身分保障に対応した制度で、職員の生活や身分を安定させることにより公務能
率の維持増進に寄与することを目的とした制度です。
  また、これらの要求や申立てを審査・処理する機関として公平委員会があります。
  公平委員会は専門的・中立的な立場で職員の権利を保護することを任務としています。

①男性職員の子育て目的の特別休暇取得率

項    目

項    目

Ｒ2.4.1現在

目標値

100%

目標値

Ｒ元年度実績

 15日

②男性職員の育児休業取得率 5% 5%

③年次休暇の平均取得日数

Ｒ２年度実績

76.3% 76.1%

10.1日11.8日

0%
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（参考資料）

大牟田市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例

大牟田市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例施行規則

  （趣旨）
第１条  この規則は、大牟田市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例（平成１８年条例第３７号。以下「条例」という。）の施
行に関し必要な事項を定めるものとする。

  （公表の方法）
第２条  条例第７条に規定する規則で定める方法は、次の各号に掲げる方法とする。
 (1)  大牟田市の広報誌に掲載する方法
 (2)  インターネットを利用して閲覧に供する方法
 (3)  閲覧所を設けて公衆の閲覧に供する方法

  （補則）
第３条  この規則に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。

（趣旨）
第１条　この条例は、地方公務員法（昭和25年法律第261号）第58条の２の規定に基づき、人事行政の運営等の状況の公表に関
し必要な事項を定めるものとする。

（報告の時期）
第２条　任命権者は、毎年８月末日までに、市長に対し、前年度における人事行政の運営の状況を報告しなければならない。

（報告事項）
第３条　前条の規定により任命権者が報告しなければならない事項は、職員（臨時的に任用された職員及び非常勤職員（地方公
務員法第28条の５第１項に規定する短時間勤務の職を占める職員及び同法第22条の２第１項第２号に掲げる職員を除く。）を除
く。以下同じ。）に係る次の各号に掲げる事項とする。
(１)　職員の任免及び職員数に関する状況
(２)　職員の人事評価の状況
(３)　職員の給与の状況
(４)　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
(５)　職員の休業に関する状況
(６)　職員の分限及び懲戒処分の状況
(７)　職員の服務の状況
(８)　職員の退職管理の状況
(９)　職員の研修の状況
(10)　職員の福祉及び利益の保護の状況
(11)　その他市長が必要と認める事項

（公平委員会の報告）
第４条　公平委員会は、毎年８月末日までに、市長に対し、前年度における業務の状況を報告しなければならない。

（公平委員会の報告事項）
第５条　前条の規定により公平委員会が報告しなければならない事項は、次の各号に掲げる事項とする。
(１)　勤務条件に関する措置の要求の状況
(２)　不利益処分に関する審査請求の状況
(３)　職員からの苦情相談の処理の状況

（公表の時期）
第６条　市長は、第２条及び第４条の規定による報告を受けたときは、毎年10月末日までに、第２条の規定による報告を取りまと
め、その概要及び第４条の規定による報告を公表しなければならない。

（公表の方法）
第７条　前条の公表は、市長が規則で定める方法により行うものとする。

（委任）
第８条　この条例の施行に関し必要な事項は、市長が規則で定める。
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